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議会を傍聴しませんか
　傍聴手続きは簡単です。気軽にお越しください。
　第４回定例会の日程は11月中旬に決まりますので、市広報や議会の
ホームページでお知らせします。
　なお、会議開会の予定時刻は通常午前10時で、その30分前までに、
傍聴希望者が定員を超えた場合は、抽選で傍聴者を決定しますのであ
らかじめご了承ください。

平成17年11月15日発行

　去る９月11日に行われた摂津市議会議員一般選挙後初の市議会（平
成17年第３回定例会）は、10月20日から11月８日までの20日間にわ
たり開かれました。
　今回の議会だよりでは、本会議の初日と２日目に行われた議会役員
の選出の結果と新しく結成された各会派の抱負をお知らせします。
　なお、第３回定例会で審議された議案の内容や結果については、次
回の議会だより（12月15日発行予定）でお知らせします。

市政について相談がありましたら下記の市議会議員にご相
談ください。　（氏名は議席順）

議会選出監査委員に 川 口 純 子 氏

議長に 三 好 義 治 氏
　 副議長に 本 保 加津枝 氏

　議会は、役員の選挙を行い、議長

に三好義治議員（民主党）、副議長

に本保加津枝議員（公明党）を選出

し、議会選出の監査委員には、川口

純子議員（日本共産党）を選出しま

した。

　また、常任委員会委員及び議会運

営委員会委員などの委員の選任を行

いました。（詳しい内容は議会の構

成を参照ください。）本保副議長三 好 議 長

FAX

　今回の市議会議員の任期満了により、次の方々が議員を退職されましたの

で、お知らせします。大変ご苦労様でした。

　　大澤勝哉 氏、 辻　勝美 氏、 中野賢治 氏、 古谷博子 氏、 山下信行 氏

この議会だよりは再生紙を使用しています。

ホームページ　http://www2.city.settsu.osaka.jp/gikai/
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頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
選
挙
後
、
市
政
に
つ
い
て
同
じ
考
え
や
意
見
を

持
っ
て
い
る
議
員
が
集
ま
り
、
会
派
が
構
成
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
届
出
さ
れ
た
の
は
６
会
派
で
す
。

　
こ
の
６
会
派
か
ら
の
提
出
原
稿
を
も
と
に
、
各
会
派
の

抱
負
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
◎
印
は
、
会
派
幹
事
長
）

　
９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
日
、
小
泉
自
公
政
権
の
も

と
、
介
護
保
険
の
改
悪
に
つ
づ

き
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
、

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
負
担
増

な
ど
い
っ
そ
う
く
ら
し
を
押
し

つ
ぶ
す
政
治
が
す
す
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

な
か
、
摂
津
市
が
地
方
自
治
体

の
仕
事
で
あ
る
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
」
と
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
立

場
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

と
と
も
に
、
選
挙
で
掲
げ
た

「
７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
ー
①
小
学
校
統
廃
合
ス
ト

ッ
プ
、
30
人
学
級
実
現
、
安
全

対
策
、
②
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
の
小
学
校
入
学
前
ま
で
引
き

上
げ
、
市
民
プ
ー
ル
の
再
開
、

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
小

規
模
工
事
等
希
望
者
登
録
制
度

の
創
設
、
④
災
害
対
策
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
⑤
貨
物
駅

移
転
ス
ト
ッ
プ
、
南
千
里
丘
開

発
な
ど
大
型
開
発
の
凍
結
・
延

期
、
⑥
上
下
水
道
料
金
、
国
民

健
康
保
険
料
な
ど
公
共
料
金
の

値
上
げ
抑
制
、
介
護
保
険
料
・

利
用
料
の
軽
減
、
⑦
男
女
平
等

に
役
立
つ
条
例
制
定
ー
な
ど
の

実
現
へ
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

ま
た
平
和
憲
法
を
守
る
活
動
に

　
９
月
の
摂
津
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
大
き

な
ご
支
援
を
賜
り
、
民
主
党
と

民
主
党
公
認
候
補
４
人
が
全
員

当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

　
先
般
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
皆
様
よ
り
多
大
な
る
御
支

持
を
賜
り
ま
し
た
。
第
一
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
の
摂
津
市
に
は
、
わ
が ◎渡辺慎吾

げ
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
、
か
つ
て
経
験
の

な
い
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
と

の
同
日
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
国
政
と
市

政
の
両
方
の
選
択
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
民
主
党
は
国
民
・
市
民
の
暮

ら
し
の
安
心
と
安
全
を
第
一

に
、
そ
し
て
未
来
へ
の
責
任
が

も
て
る
政
治
へ
の
確
立
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

主
張
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　
摂
津
市
の
財
政
状
況
は
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
、
何
と
し
て

も
財
政
の
再
建
を
図
り
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
入
っ
た
今
、
そ

の
対
策
と
施
策
の
充
実
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
治
安
の

悪
化
・
自
然
災
害
へ
の
予
防
・

社
会
保
障
制
度
の
充
実
等
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

『
安
全
・
安
心
・
健
康
で
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
』
へ

の
期
待
感
が
更
に
膨
ら
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　
将
来
へ
の
夢
と
希
望
の
持
て

　
こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙

で
は
衆
議
院
議
員
選
挙
と
合
わ

せ
、
市
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご

支
持
・
ご
支
援
を
賜
り
、
新
人

２
名
を
含
む
５
名
全
員
が
当
選

さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
わ
が
国
は
今
、
少
子
高
齢
化

社
会
と
言
わ
れ
る
厳
し
い
情
勢

の
中
に
あ
り
、
子
育
て
支
援
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度

の
充
実
や
安
定
し
た
生
活
基
盤

の
構
築
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　

　
摂
津
市
も
同
様
に
、
難
問
山

積
の
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま

す
が
、
私
達
、
公
明
党
摂
津
市

議
員
団
は
こ
れ
か
ら
も
徹
底
し

て
ム
ダ
を
廃
し
、
市
民
の
皆
様

の
目
に
見
え
る
行
財
政
改
革
の

更
な
る
推
進
を
図
り
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

市
民
が
住
み
続
け
た
く
な
る
摂

津
市
の
構
築
に
向
け
て
、
教

育
・
文
化
・
福
祉
の
充
実
や
、

ご
み
の
減
量
並
び
に
地
球
温
暖

化
防
止
施
策
を
推
進
す
る
な

ど
、
住
環
境
の
整
備
を
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
見
直
し
、
よ
り
良

い
地
域
環
境
の
実
現
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
声
を

市
政
に
反
映
さ
せ
「
人
の
ふ
れ

あ
い
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
安

心
・
安
全
の
人
に
や
さ
し
い
街

せ
っ
つ
」
・
夢
と
希
望
と
誇
り

を
も
て
る
元
気
で
活
力
溢
れ
る

摂
津
市
の
未
来
を
目
指
し
「
新

し
い
公
明
党
」
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
と
信
頼
に
必

ず
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
温
か
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

野 口 　 博 ◎山本靖一

山 崎 雅 数

川 口 純 子

安 藤 　 薫

日

本

共

産

党

嶋野浩一朗

三 宅 秀 明

　
こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
温
か
い
ご
支
持
、
ご
支

援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
は
、
長
引
く
景

気
低
迷
に
よ
る
大
幅
な
税
収
減

や
多
額
の
地
方
債
を
抱
え
、
危

機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現

在
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

　
と
り
わ
け
議
会
は
、
今
回
の

市
議
選
で
議
員
定
数
を
１
名
削

減
し
、
議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
も
、
約
17
％
（
年
50
万

円
）
カ
ッ
ト
を
実
施
す
る
な
ど

経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
、
学

童
保
育
料
の
改
定
や
市
民
負
担

増
な
ど
の
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
い
た
だ
く
以
上
、
議
会
と
議

員
が
何
を
す
べ
き
か
真
剣
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
「
決
断
」
と
「
実
行
」
で
、

「
夢
と
希
望
の
も
て
る
摂
津
」

を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
努
力
を
す
る
決
意

で
す
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◎木村勝彦

森 西 　 正

新

生

ク

ラ

ブ

　
９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

の
ご
支
持
、
ご
支
援
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
自
治
体
の
財
政
は
依
然
と
し

て
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
、
本
市
も
例
外
で
は
な
く

何
と
し
て
も
、
当
面
の
危
機
的

状
況
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、

中
長
期
の
展
望
に
た
っ
た
住
み

よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
お

声
を
大
切
に
、
以
下
の
目
標
に

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

　
ま
ず
、
効
率
的
な
行
政
を
進

め
る
ま
ち
づ
く
り

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進

め
、
市
財
政
を
健
全
化
、
民
間

活
力
の
導
入
、
人
件
費
等
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安

全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
防

犯
体
制
の
強
化
、
緑
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

人
間
を
大
切
に
す
る
福
祉
と
健

康
の
ま
ち
づ
く
り

介
護
予
防
に
重
点
を
お
い
た
高

齢
者
・
障
害
者
施
策
、
保
健
医

療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
教
育
と
文
化

の
ま
ち
づ
く
り

少
人
数
学
級
の
実
現
な
ど
学
校

教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
、
ス

ポ
ー
ツ
、
市
民
文
化
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

活
力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

商
工
業
の
振
興
と
都
市
農
業
の

育
成
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
意
見

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◎山本善信

上 村 高 義

森 内 一 蔵

野 原 　 修

公

明

党

◎藤浦雅彦

本 保 加 津 枝

村 上 英 明 南 野 直 司

川 端 福 江

る
『
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
・
せ
っ

つ
』
の
実
現
に
向
け
て
市
民
の

皆
様
の
声
を
原
点
に
、
全
力
で

民

主

党

◎原田　平

柴 田 繁 勝石 橋 徳 治

三 好 義 治

も
幅
広
い
共
同
を
呼
び
か
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

国
と
同
様
、
様
々
な
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け

財
政
再
建
と
教
育
改
革
は
、
こ

れ
か
ら
の
摂
津
市
を
論
じ
る
上

で
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
効
果

的･

現
実
的
な
方
途
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
再
建
に
あ
っ
て
は
、
準

用
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を

回
避
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
、

現
在
の
運
営
ス
タ
イ
ル
や
職
員

数
を
よ
り
能
動
的
に
見
直
し
て

い
く
こ
と
等
の
必
要
性
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
教
育
改
革
に
あ
っ
て
は
、
子

供
た
ち
を
取
り
巻
く
現
在
の
環

境
（
例
え
ば
、
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
た
犯
罪
や
虐
待
な

ど
）
の
改
善
を
前
提
と
し
、
誇

り
を
も
っ
て
わ
が
市
、
わ
が
国

の
未
来
を
担
っ
て
い
っ
て
く
れ

る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
制
度

を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

　
新
し
い
本
会
派
は
、
現
実
的

に
将
来
を
見
据
え
、
若
き
力
を

活
か
し
て
市
政
に
取
り
組
み
ま

す
。
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
多

く
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

自
由
民
主
党･

改
革
ク
ラ
ブ


